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八女黒木大藤まつり
公共交通をご利用ください
4月から市役所の機構が変わります
4月のイベント情報

し
だ
れ
桜 

咲
き
誇
る
春

光善寺（黒木町木屋）のしだれ桜。毎年
多くの見物客やカメラマンが訪れています。
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◦
日
時
＝
４
月
18
日
㈬
10
時
30
分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　

藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た
え

る
た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注
ぐ

神
事
。
か
つ
て
の
戦
火
や
大
火
の
際
、

損
傷
を
受
け
た
藤
に
酒
の
か
す
を
根

元
に
与
え
樹
勢
が
回
復
し
た
と
い
う

故
事
に
ち
な
み
、
毎
年
開
花
に
先
駆

け
て
行
わ
れ
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ

か
、
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど

の
郷
土
料
理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場
・
黒
木
大
藤

【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
大
藤
、
津

江
神
社
、
学
び
の
館
、
下
通
り
公
園

を
散
策
し
ま
す
。（
八
女
市
商
工
会

黒
木
地
区
青
年
部
）

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
黒
木
大
藤

　

ま
つ
り
期
間
中
、
黒
木
大
藤
（
国

指
定
）
の
株
を
中
心
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。
夜
の
大
藤
の
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
30
日
㉁

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　

八
女
市
商
工
会
黒
木
地
区
女
性
部

に
よ
る
無
料
の
湯
茶
接
待
で
す
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
30
日
㉁

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　

表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家

「
旧
松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど

の
田
舎
料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒
造
場

　

八
女
黒
木
の
豊
か
で
良
質
な
水
と

米
で
造
ら
れ
た
日
本
酒
や
こ
だ
わ
り

の
焼
酎
が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
場
所
＝
樋
口
善
造
ア
ト
リ
エ

　

地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
町
並

み
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作
活
動

を
続
け
る
洋
画
家
の
油
絵
展
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

左
官
職
人
が
使
う
こ
て
で
漆
喰
を

塗
り
、
様
々
な
模
様
を
描
い
た
作
品
。

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

物
産
展

黒
木
名
所
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋

大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

蔵
開
き

樋
口
善
造
油
絵
展

酒
井
武
雄
鏝
絵
展

期
間
／
４
月
21
日
㈯
～
５
月
６
日
㈰　
会
場
／
素す
さ
の
お
盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り案 内

図 map

◦物産展！
◦スタンプラリー！
◦大藤ライトアップ！
◦無料湯茶接待！

※道路の横断は横断歩道をお使いください。

◦黒木支所
（黒木町観光協会）

◦
学びの館

（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

◦◦

◦

◦

矢部川◦「ふじの里」黒木警部交番 ◦

←上陽・星野 ←
笠
原

→矢部

物産展会場

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

◦

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤
●●●

●●●

●●● ●●●国道442号 後
藤
酒
造
場

旭
松
酒
造

体育センター

総
合
案
内
所

旧
松
木
家
住
宅

←八女市街

黒木の古い町並み

歩行者専用
（9時～17時）

※案内所に周辺マップを用意しています。

◦
観
光
協
会

案
内
所



◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　

藍
染
ニ
ッ
ト
と
木
の
ぬ
く
も
り
に

あ
ふ
れ
た
木
工
品
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

※
期
間
中
不
定
休
あ
り

◦
場
所
＝
と
う
り
ゃ
ん
せ

　

食
卓
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
癒

し
の
器
た
ち
。
ま
つ
り
期
間
中
焼
き

物
全
商
品
二
割
引
。

◦
期
間
＝
４
月
27
日
㈮
～
5
月
2
日
㈬

◦
場
所
＝
佳
空
窯
展
示
室

　

暮
ら
し
の
中
で
心
に
浮
か
ぶ
モ
チ

ー
フ
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン

し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
創
り

上
げ
た
器
た
ち
。

◦
期
間
＝
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

【
土
日
祝
限
定
】
18
時
～
21
時

（
期
間
・
時
間
等
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　

黒
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
藤

ク
ラ
ブ
・
七
日
会
）
に
よ
る
竹
と
う

ろ
う
。
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈯
～
５
月
6
日
㈰

◦
場
所
＝
古
民
家
カ
フ
ェ
「
く
ろ
き
」

　

築
約
１
３
０
年
の
古
民
家
で
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
・
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

商
品
、輸
入
雑
貨
販
売
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
樋
口
本
家

　

築
１
０
０
年
以
上
の
古
民
家
で
手

づ
く
り
の
か
わ
い
い
小
物
が
年
に
１

日
だ
け
並
び
ま
す
。
お
気
に
入
り
の

も
の
と
出
会
え
る
と
思
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
29
日
㈷
・
4
月
30
日

㉁
10
時
～
16
時　

◦
場
所
＝
天
空
の
茶
屋
敷

　

日
本
の
原
風
景
が
残
る
笠
原
地
区

に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
紹
介
、
展

示
（
和
ろ
う
そ
く
な
ど
）。
親
子
で

楽
し
め
る
遊
び
あ
り
。

◦
期
間
＝
5
月
3
日
㈷
～
５
月
５
日

㈷
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
物
産
展
会
場
西
側

　

エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。（ 

子
ど
も
対
象
）

◦
期
間
＝
通
年
（
※
3
日
前
ま
で
の

予
約
が
必
要
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

　

森
の
持
つ
癒
し
効
果
を
科
学
的
に

解
き
明
か
し
、
心
と
身
体
の
健
康
に

活
か
す
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
で
五
感

を
感
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。

佳
空
窯
工
房
展

竹
と
う
ろ
う

エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
矢
部

川
く
す
べ
ぇ

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

「
絵
と
う
つ
わ
」
と
う
り
ゃ
ん
せ

小
間
物
ひ
ぐ
ち

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

八
女
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
フ
ェア

【藤の開花状況】
黒木町観光協会ホームページ内のウ
ェブカメラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/

【問い合わせ】
▷黒木支所産業経済課（☎４２・１１１５）
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）

　
黒
木
大
藤
の
管
理
に
携
わ

り
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
、
専
門
家
の
意
見
を
聞

い
た
り
、
文
献
や
先
進
地
を

調
査
し
た
り
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
1
年
を
通
し
て
、
ま
つ
り

後
の
花
摘
み
に
始
ま
り
、
剪

定
、
消
毒
、
施
肥
、
枝
の

誘
導
な
ど
、
そ
の
時
々
に
応

じ
て
木
の
状
態
を
見
な
が
ら

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
黒

木
大
藤
は
、
敷
地
が
道
路

に
囲
ま
れ
、
神
社
の
境
内
に

あ
る
こ
と
か
ら
樹
に
と
っ
て

は
、
あ
る
意
味
厳
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
樹

齢
６
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

あ
る
古
木
で
あ
り
、
毎
年
約

20
万
人
の
お
客
さ
ん
が
楽
し

み
に
訪
れ
る
場
所
で
す
の
で
、

非
常
に
神
経
を
遣
い
な
が
ら

も
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら

管
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
で
さ
ら
に
植
栽

を
行
う
な
ど
、
藤
棚
の
面
積

も
広
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

黒
木
の
大
藤
は
よ
り
見
応
え

あ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
中
国
、
台
湾
、

韓
国
な
ど
、
外
国
か
ら
訪
れ

る
お
客
さ
ん
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
世
界
中
か
ら

注
目
さ
れ
る
場
所
に
な
る
よ

う
今
後
も
こ
の
歴
史
あ
る
地

域
の
宝
を
次
の
時
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

い
や
し
の
森
（
和
ろ
う
そ
く

等
の
展
示
）

黒木町で造園業 「広緑園」を営
み、関係者で構成する大藤保存会
のメンバーでもある。「今年もきれ
いな花を咲かせて欲しい。その一
心で手入れしています」と堤さん。

引
き
継
が
れ
て
き
た
大
藤
を
次
代
に
つ
な
ぐ

大
藤
の
肥
培
管
理
を
担
当　

堤　

広
満
さ
ん
（
黒
木
町
）

広報八女 2018.4.13
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公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
・
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
路
線
バ
ス
の
維
持
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
な
ど
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
速
バ
ス

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

茶
の
く
に
八
女
定
期
券・回
数
券

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

　
路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤
通

学
を
始
め
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

全
国
で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち

の
ま
ち
に
大
切
な
バ
ス
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
一
層
の
バ
ス
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
方
に
「
運
転
免
許
返
納
者
割

引
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
運

賃
支
払
の
際
に
ご
提
示
い
た
だ
く

と
、
運
賃
が
半
額
に
な
る
お
得
な

割
引
証
で
、
堀
川
バ
ス
全
線
で
使

え
ま
す
。

　　
西
鉄
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
で
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

は
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ス
65
（
通
常
１

か
月
６
千
円
）
が
５
千
円
で
購
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
バ

ス
65
は
高
速
バ
ス
指
定
路
線
も
半

額
に
な
る
お
得
な
定
期
券
で
す
。

　
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
愛
称
「
ふ
る
里

タ
ク
シ
ー
」）
は
平
成
22
年
に
運
行
を
開
始
し
、
多

く
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
愛
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

平
成
30
年
１
月
に
は
乗
車
人
数
が
延
べ
42
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

　「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
は
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
電
話
で
の
ご
予
約
に
応
じ
て
、
利
用

者
の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

ご
利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
登
録
（
無
料
）
が
必
要

で
す
。
乗
り
合
い
の
た
め
、
送
迎
時
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
利
用
し
た
い
け
ど
乗
り

方
が
分
か
ら
な
い
」「
地
域
で
利
用
説
明
会
を
や
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
路
線
バ
ス
」

「乗合タクシー」
　電話一本で自宅まで送迎！
　ドア ツー ドア！

⃝事前利用登録＝八女市役所地域振興課（☎２４・8162）
　　　　 ※登録は、各支所総務課でもできます。　
⃝乗合タクシーの予約＝予約センター　　（☎ 33・2002）

⃝路線バス通学定期券補助事業＝
 地域振興課　（☎２４・8162）
※申請は各支所総務課でもできます。
⃝堀川バスの免許返納者割引証＝
堀川バス㈱（☎ 23・6128）
⃝西鉄バスの免許証返納割サービス＝
西鉄お客さまセンター（ ☎ 0570・00・
1010 または 092・303・3333）

問い合わせ

問い合わせ

路線バス通学定期券補助事業実施中！

市では「八女市路線バス通学定期券補助事業」
を実施しています。これは八女市在住の学生が
通学する際に利用する路線バス（高速バス含む）
の通学定期券の購入費用を補助する制度です。
詳細は折込みチラシをご覧ください。

42万人
突破！

【
運
転
免
許
証
返
納
割
サ
ー

ビ
ス
】　　
　
（
西
鉄
バ
ス
）

【
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証
】

（
堀
川
バ
ス
）

堀
川
バ
ス
運
賃
が
半
額
！

西
鉄
の
路
線
バ
ス
全
線
が

１
か
月
５
千
円
で
乗
り
放
題
！

～月額最大 14,000 円で通学できます～

運
転
免
許
証
返
納
割
サ
ー
ビ
ス

公共交通の出前
講座を行ってい
ます。気軽にお
声がけください。
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茶
の
く
に
八
女
定
期
券
は
一
般
価
格
よ
り

３
８
６
０
円
も
お
得
！

茶
の
く
に
八
女
回
数
券
は
一
般
価
格
よ
り
片

道
３
１
０
円
お
得
！

利用区分 サービス券あり サービス券なし
茶のくに八女定期券利用者 無　料
入庫から 24 時間以内 100 円

1000 円
入庫から 48 時間以内 200 円
48 時間以上 24 時間ごと プラス 300 円 プラス 500 円

※入庫から 30 分以内は無料
※サービス券は、八女イン
ターバス停でバスを降りる
際に乗務員に申し出てお受
け取りください。

　
八
女
Ｉ
Ｃ
か
ら
福
岡
都
市
圏

ま
で
約
60
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
高
速
バ
ス
の
上
り
バ
ス
停

（
福
岡
方
面
）
が
約
60
メ
ー
ト
ル

移
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
荷

物
を
運
び
や
す
く
す
る
た
め
バ
ス

停
ま
で
の
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
付
き

の
階
段
に
改
良
、
通
路
に
は
防

犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
を
設
置
す

る
な
ど
、
格
段
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
り

バ
ス
停
（
福
岡
方
面
）
に
バ
ス
の

接
近
状
況
等
の
運
行
情
報
を
表

示
す
る
「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
福

岡
都
市
圏
を
は

じ
め
九
州
各
地

を
つ
な
ぐ
八
女

の
新
し
い
玄
関

口
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の

ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　パークアンドライド駐車場の駐車料金は、サービ
ス券（※）があれば、２４時間以内１００円でご利用
できます。また、茶のくに八女定期券を購入すると
無料でご利用できます。

「
高
速
バ
ス
」

⃝高速バスの運行、駐車場、定期券、回数券＝西鉄お客さまセンター（☎ 0570・00・1010）
⃝茶のくに八女定期券購入証明書の発行＝八女市役所地域振興課（☎ 24・8162）

問い合わせ

通
勤
・
通
学
・
観
光
に
便
利

福
岡
（
博
多
・
天
神
・
福
岡
空
港
）

ま
で
約
60
分

パークアンド
ライド駐車場

サービス券があれば１日 100 円 !

高
速
バ
ス
定
期
券
・
回
数

券
の
ご
案
内

【
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
１
か
月
）】

【
茶
の
く
に
八
女
回
数
券
】

　
茶
の
く
に
八
女
回
数

券
は
４
枚
綴
り
４
７
２
０

円
（
１
枚
当
た
り
１
１
８
０

円
）
で
、
八
女
市
観
光

案
内
所
や
西
鉄
バ
ス
八

女
営
業
所
、
西
鉄
天
神

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
１
か
月
）
は
、
八

女
市
民
に
の
み
一
般
価
格
よ
り
３
８
６
０
円
お

得
な
２
万
７
千
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ス
１
０
０
０
円
で
福
岡
都
心
エ
リ
ア
が
乗
り

放
題
の
特
典
も
あ
り

ま
す
。
購
入
に
は
市

が
発
行
す
る
証
明
書

（
無
料
）
と
証
明
写

真
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
通
学
さ
れ
る
場

合
は
路
線
バ
ス
通
学

定
期
券
補
助
も
活

用
い
た
だ
け
ま
す
。

上
り
（
福
岡
方
面
）
バ
ス
停
は
専
用
駐
車

場
か
ら
近
く
な
り
、
ス
ロ
ー
プ
付
き
の
階

段
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
等
の
荷
物
も
運
び
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

Mr.ジョージ

運
行
状
況
が
分
か
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

八女インター
高速バス利用者
専用駐車場

新
上
り
バ
ス
亭
（
福
岡
方
面
）

下
り
バ
ス
亭
（
熊
本
方
面
）

フラボン



6　2018.4.1  広報八女

　企画財政課は、政策立案を担当する企画
政策課と財政・財産を担当する財政課に分
離しました。企画部には、秘書、広報、まち
づくり、定住対策業務に観光部門も加え、情
報発信を通して定住人口、交流人口の増加に
取り組んでいきます。また、老朽化している
庁舎の建て替えについても検討を始めます。
　総務部は、財政課を加えたことで管理体
制の強化を図り、より適正な行財政運営に努
めていきます。

　総務部所属だった税務課と納税課は、市
民の皆さんの生活と密接なつながりがあり、
証明発行窓口への来庁者も多いことから市民
部の所属とし、２課を統合して税務課としま
した。市民部には、戸籍や住民票、国保を扱
う市民課、廃棄物などを扱う環境課のほか、
住民啓発を担う男女共同参画推進課、人権・
同和政策課を配置しました。
　また、生活保護やしょうがい者福祉を担当
する福祉課、保育所や児童福祉を担当する
子育て支援課、住民健診などを担当する健康
推進課、介護保険や高齢者福祉を担当する
介護長寿課は、健康福祉部の所属としました。

　商工観光課の商工部門は、商工・企業誘
致課として建設経済部の所属となります。こ
れにより、農林商工業すべての振興策を建設
経済部で推進していくこととなり、あわせて
企業誘致にも力を注いでいきます。

　新社会推進部に置いていた生涯学習、ス
ポーツ、文化、文化財に関する業務は、教育
委員会の所管としました。これにより、就学
期から高齢期までのスポーツ・文化教養など、
生涯を通じた人づくりを教育委員会が担うこ
ととなります。

　窓口の配置は、ほぼこれまでどおりですが、
合併処理浄化槽の補助金に関する窓口は、
環境課から上下水道局の下水道総務係に変
わります。支所においても、建設課または建
設経済課が窓口となります。

■ 管理部門の集約▼平成 30 年度八女市機構図

■ 窓口部門の集約

■ 産業政策部門の集約

■ 教育分野における人づくり部門の集約

■ その他

問い合わせ＝人事課（☎２３・２１２９）

平成 30 年４月から市役所の機構が変わります

副市長

副市長

教育長教育委員会

監 査 委 員

農業委員会

議         会

市長 総 務 部

企 画 部

市 民 部

健康福祉部

建設経済部

教 育 部

会計管理者

総　務　課
人　事　課
財　政　課
防災安全課

企画政策課
地域振興課
観光振興課

会　計　課

税　務　課
市　民　課
環　境　課
男女共同参画推進課
人権・同和政策課

福　祉　課
子育て支援課
健康推進課
介護長寿課

（地域包括支援センター）

建　設　課
都市計画課
農業振興課
林業振興課
商工・企業誘致課
上下水道局

黒 木 支 所
立 花 支 所
上 陽 支 所
矢 部 支 所
星 野 支 所

学校教育課
社会教育課
スポーツ振興課
文化振興課
人権・同和教育課

事　務　局

事　務　局

事　務　局

わかりやすい組織、直面する課題に対応できる組織を基本に、新しい機構を決定しました。

（分庁）

※紫色で表示している分が変更
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聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能

の
し
ょ
う
が
い
の
た
め
、
意
思

の
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が

あ
る
人
た
ち
に
、
手
話
通
訳
者

や
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
意
思
の
疎
通
を

円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
で
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
派
遣
登
録
い
た
だ
け

る
手
話
通
訳
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ

う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・

１
３
３
５
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　
八
女
地
区
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー
ベ
ル
」

を
福
島
小
学
校
南
側
正
門
付

近
の
白
い
ビ
ル
に
開
設
し
て
い

ま
す
。
し
ょ
う
が
い
者
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
を

行
う
と
と
も
に
、
し
ょ
う
が
い

者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要

な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
障
害
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー｢

リ
ー
ベ
ル
」

（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

    

し
ょ
う
が
い
に
よ
っ
て
働
く

こ
と
が
困
難
な
し
ょ
う
が
い
者

の
日
中
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
福
祉
施
設
で
す
。
目
的
に

よ
っ
て
Ⅰ
型
、
Ⅱ
型
、
Ⅲ
型
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅰ
型
】

  

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門

職
員
が
、
医
療
・
福
祉
お
よ
び

地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携

強
化
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
。

▽
ゆ
う
ゆ
う
（
本
村
）

☎
２
２
・
２
６
３
０

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅱ
型
】

  
機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
陽
だ
ま
り
の
里
（
本
）

☎
３
０
・
３
０
５
５

▽
ふ
ら
っ
ち
広
場
（
本
町
）

☎
２
４
・
３
０
２
２

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
型
】

  

地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

通
所
施
設
で
す
。

▽
茶
の
実
（
黒
木
町
土
窪
）

☎
４
２
・
３
３
３
０

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

に
、
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
分
を
助

成
し
ま
す
。
月
２
枚
で
、
申
請
し
た

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
チ
ケ
ッ
ト

を
交
付
し
ま
す
。（
人
工
透
析
者
は

月
４
枚
）
な
お
、
施
設
入
所
お
よ
び

入
院
中
の
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
①
非
課
税
世
帯
の
人
②
自
動

車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
な

い
人
③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
も
つ
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
手
帳
、
印
鑑

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
福
祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２・１
１
１
４
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

福祉課から
のお知らせ

し
ょ
う
が
い
に
関
す
る
相
談・助
言・情
報
提
供・

各
種
支
援
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
紹
介

在
宅
の
し
ょ
う
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

八女市役所

八女グリー
ンホテル

福島小学校

清水町交差点

リーベル

相談支援センター「リーベル」

４
月
は
「
学
生
納
付
特
例
」

の
申
請
開
始
月
で
す

　
学
生
で
所
得
が
な
か
っ
た
り
少

な
か
っ
た
り
し
て
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中

の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生

納
付
特
例
」
が
申
請
で
き
ま
す
。

◦
対
象
＝
前
年
所
得
１
１
８
万
円

以
下
の
20
歳
以
上
の
学
生
▽
大
学

（
大
学
院
）、
短
大
、
高
校
、
高
専
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
学
生

◦
申
請
方
法
＝
４
月
２
日
か
ら
市

民
課
の
国
保
年
金
係
お
よ
び
各
支

所
の
年
金
担
当
係
の
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。

◦
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
▽
国

民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
▽
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
▽
印
鑑

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
に

な
っ
た
人
は
、
失
業
し
た
こ
と
が

分
か
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
等
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
左
記
の
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

国 民
年 金
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市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
公
共
下
水
道
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区
域

か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
上
記
の
と

お
り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま

す
。
供
用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
４

月
２
日
㈪
か
ら
４
月
16
日
㈪
ま
で
上

下
水
道
局
で
縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、

日
曜
を
除
く
）。

　

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　

助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し

た
費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始

か
ら
市
の
工
事
完
了
検
査
の
日
ま
で

の
期
間
に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
て

い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　

そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
が
迫
る
と
、
指

定
工
事
店
へ
の
発
注
が
集
中
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
工
事

計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工

事
は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長

期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を

加
え
た
利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内

の
元
金
均
等
月
賦
償
還

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金

融
機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金

貸
出
に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
。

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚
水

量
７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　
使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出
さ

れ
る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使
用
料

（
２
か
月
分
）
と
超
過
料
金
の
合
計
額

に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
て
計
算

し
ま
す
（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　

上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　

世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量

◦
上
水
道
と
井
戸
水
併
用
の
場
合

　

上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定

汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方

※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で

す
。
事
業
所
等
の
場
合
は
人
員
そ
の

他
の
態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７㎥
２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※５人以上の場合、１
人増えるごとに３立方
メートルを加算

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す

る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総

務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

公 共
下水道

凡 
例

█ 平成 29 年度以前供用開始区域
█ 平成 30 年度供用開始区域（追加区域）
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狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後
の
死
亡
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在
も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
日
本
で
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依
然
と
し
て

発
生
し
て
お
り
、
日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
万
一の
侵
入
に
備
え
た
対
策
が
重
要
で
す
。
犬

を
飼
う
際
に
は
、
市
区
町
村
へ
の
登
録
と
鑑
札
の
装
着
、
年

に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

※4月8日㈰は休日の集団接種を行います。

期　日 場　　　　　所 時　　間

4月4日㈬ 立花
辺春コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
旧下辺春小学校（菜の花の丘） 11:00 ～ 11:30
八女市立花体育館 13:30 ～ 14:30

4月5日㈭ 八女

福岡県八女普及指導センター（大島） 9:40 ～ 10:40
上妻小学校（北側駐車場） 11:00 ～ 11:40
八女市西公民館 13:30 ～ 14:00
三河小学校 14:15 ～ 15:15

4月6日㈮ 八女
八女市東公民館 10:00 ～ 11:00
JA八女地区センター駐車場（忠見） 11:25 ～ 11:55
岡山小学校（校門付近） 13:45 ～ 15:05

4月8日㈰
八女 八女市役所前駐車場 9:30 ～ 11:30
黒木 黒木支所前駐車場 13:30 ～ 15:00

4月9日㈪ 立花
北山コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00
白木コミュニティセンター 14:30 ～ 15:00

4月16日㈪ 黒木 豊岡コミュニティセンター 13:30 ～ 14:30

4月18日㈬ 黒木

笠原東交流センター 10:30 ～ 10:50
笠原集会所 11:10 ～ 11:40
ＪＡ福岡八女黒木支店（田代） 13:30 ～ 14:00
神露淵集荷場 14:20 ～ 14:40

4月19日㈭
黒木

JA 木屋ライスセンター 10:00 ～ 10:40
旧大淵小学校車庫 11:10 ～ 11:50

矢部 矢部体育館下駐車場 13:40 ～ 14:10

4月20日㈮ 星野

上郷地域交流センター 10:10 ～ 10:30
星野支所駐車場 11:00 ～ 11:40
耳納館 13:20 ～ 13:40
上小野農村集落センター 14:00 ～ 14:20

4月24日㈫ 上陽
研修センター発心 10:30 ～ 11:00
農村婦人の家しらべ 13:00 ～ 13:20
上陽公民館 13:50 ～ 15:30

4月25日㈬ 八女

福岡県八女普及指導センター（大島） 9:50 ～ 10:40
八女市東公民館 11:10 ～ 11:40
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 14:30
下津江公民館 15:00 ～ 15:30

5月9日㈬
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
黒木体育館 11:00 ～ 11:30

矢部 矢部体育館下駐車場 13:30 ～ 14:00
黒木 平野肥料倉庫 14:50 ～ 15:10

5月10日㈭

上陽 上陽公民館 10:00 ～ 10:20
星野 星野支所駐車場 11:00 ～ 11:30

立花
立花体育館 13:30 ～ 14:30
北山コミュニティセンター 14:50 ～ 15:20

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表 ４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

お願い
▷当日は案内ハガキにある問診票を記入の上、ご持参
ください。
▷予防注射には犬が動かないように保定できる人が連れ
てきてください。必ず首輪・リードの装着をお願いします。
▷飼い犬の死亡、飼い主の住所変更等は、環境課また
は各支所へ届けてください。
▷八女市内すべての会場で注射を受けることができ
ます。日程表をご覧ください。注射は時間厳守、雨天
決行で行います。
料金
▷注射手数料＝３，１５０円
　(注射済票交付料含) 
未登録犬には別途、新規登録料として３，０００円が必
要です。
※なるべくお釣りが要らないようにお願いします。

問い合わせ
▷環境課（☎２３・１４６２）
▷黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▷立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
▷上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▷矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▷星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

ボクらの
ためにも

ちゃんと
して

ワン！



　

八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
が

２
月
24
日
㈯
に
あ
り
ま
し
た
。
同
館

は
江
戸
末
期
の
造
り
酒
屋
を
改
築
し

て
平
成
９
年
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

開
館
。
こ
の
た
び
八
女
福
島
の
町
並

み
の
魅
力
や
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
、

来
訪
者
が
休
息
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

備
え
た
施
設
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
式
典
で
三
田
村
市
長
は
、

「
平
成
14
年
に
伝
建
地
区
の
選
定
を

受
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
も

と
町
並
み
保
存
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
施
設
が
交
流
の
拠
点
と
な

り
、
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
関
係
者
に
よ
り
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
開
館
を
祝
い

ま
し
た
。
近
く
を
訪
れ
た
際
に
は
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

①八女福島まちなみガイダンス 八女福島
の歴史、伝統的町並み、現在のまちづくり、
町家の保存活動の取り組みなどを紹介。
②ミーティングスペース 小規模な会議等
多目的に利用できます。
③インフォメーション・カフェ 様 な々イベ
ントや催事・店舗の紹介など旬の情報を発
信。カフェコーナーでは八女茶を飲みなが
らゆったりとした談話や交流が楽しめます。

横
町
町
家
交
流
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

八
女
福
島
の　
　
　

 

の
魅
力
や
歴
史
を
紹
介

八女市

　

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
今
年
も
参
戦
し
ま

す
！
今
年
の
対
戦
相
手
は
大
分
県
豊
後
大

野
市
で
す
。
八
女
市
は
今
回
が
３
回
目
の

参
加
。
対
す
る
豊
後
大
野
市
は
７
回
目
の

参
加
で
、
前
回
の
参
加
率
は
八
女
市
40
・

４
％
、
豊
後
大
野
市
45
・
７
％
で
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
運

動
を
習
慣
化
し
、
健
康
な
心
・
体
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
自
宅
、

職
場
・
地
域
・
学
校
・
グ
ル
ー
プ
等
で
、

５
月
30
日
㈬
に
15
分
以
上
の
運
動
を
行
う

よ
う
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
詳
細
は
、
広
報
八

女
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
全
戸
配
布

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【15 分以上の運動とは】
①自宅での散歩、ウオーキング、ジョギング、ストレッチ体操 ②
徒歩または自転車による買物や通勤、通学 ③地域が行う遠足、ミ
ニ運動会、ウオーキングを兼ねたごみ拾い、避難訓練 ④事業所
等における朝礼・休憩時間を利用したストレッチや体操 ⑤学校で
の体育授業やクラブ活動、保育所（園）での運動や遊戯 ⑥市民
団体およびスポーツ団体が行うスポーツ練習、健康教室、競技会
への参加⑤市等が実施するスポーツ・健康イベントへの参加

15
分
以
上
の

運
動
を
し
ま
し
ょ
う

【チャレンジデーとは？】
公益財団法人が主催する全国的なスポーツイベントで、毎年 5
月の最終水曜日に開催されます。チャレンジデー参加自治体の中
から、財団が人口規模等を考慮して決定した自治体同士で、チャ
レンジデー当日（午前０時から午後９時の 21時間内）に15 分間
以上継続して運動やスポーツをした人数（参加率）を競い合う
イベントです。敗れた自治体は、対戦自治体の旗を１週間庁舎の
メインポールに掲揚し、敬意を表することになります。

チ
ャレ
ン
ジ
デ
ー

５
月
30
日
㈬

豊
後
大
野
市
と
対
戦
！

問い合わせ＝スポーツ振興課（☎ 24・1230）

◦住所＝八女市本町 94（☎
２３・４３１１）◦開館時間
＝10 時～17 時◦休館日＝
月曜日（月曜日が休日の場
合は翌日）、年末年始◦入
館料＝無料（ミーティング
ルーム・和室利用は有料）

①

②

③

10　2018.4.1  広報八女
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平成30 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　葦葺き屋根のたたずまいと清らかな水が
流れる男ノ子焼の里で、れんげ祭りが行
われます。のどかな陽ざしの中で、ゆった
りとした時間を過ごしてみませんか。
◦日時＝ 4 月21日㈯・22日㈰ 10 時～ 16
時
◦会場＝男ノ子焼の里（立花町北山）
◦内容＝焼物展示即売、郷土料理・特産
品販売、餅つき大会など

　星野村の東端、ミヤシノ地区の山間に「筑紫シャク
ナゲ」約 5,000 本が見頃となります。鮮やかな新緑と
ピンクのコントラストは一見の価値があります。一方、
星のふるさと公園に隣接する星の花公園内には、約 3
万本の色鮮やかな「西洋シャクナゲ」「筑紫シャクナゲ」
が咲き、天空の大地から見下ろす景色も圧巻です。
◦祭り期間

【ミヤシノ】4 月14 日㈯～ 5 月5 日㈷、入園料無料
　※園内維持管理経費として、募金にご協力ください。

【星の花公園】4 月6日㈮～ 5 月6日㈰、入園料有料

　
八
女
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
黒
木
町
を
中

心
に
江
戸
末
期
か
ら
茶
揉
み
唄
と
し
て
歌
い

継
が
れ
て
い
る
八
女
茶
山
唄
。
八
女
茶
の
ふ

る
さ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
茶
山
唄
の
普
及
と
と

も
に
、
文
化
の
発
展
と
茶
の
振
興
に
つ
な
げ

ま
す
。

◦
参
加
資
格
＝
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
（
前
回
ま
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
出

場
で
き
ま
せ
ん
）

◦
伴
奏
＝
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
が
、
随

伴
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

◦
部
門
＝
▽
少
年
少
女
の
部
（
中
学
生
以

下
）
▽
青
年
の
部
（
50
歳
以
下
）
▽
壮
年

の
部
（
70
歳
未
満
）
▽
高
年
の
部
（
70
歳

以
上
）

※
少
年
少
女
の
部
以
外
の
部
で
予
選
・
決

勝
・
グ
ラ
ン
プ
リ
戦
を
行
い
ま
す
。

◦
参
加
料
＝
２
５
０
０
円
（
少
年
少
女
の

部
は
１
０
０
０
円
）
※
弁
当
代
含
む

※
参
加
料
は
申
込
時
に
振
込
用
紙
で
金
融

機
関
に
振
り
込
み
、
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
４
月
20
日
㈮ 

※
必
着
　
出

場
申
込
書
（
領
収
書
不
要
）
を
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で
事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

八
女
茶
山
唄

日
本
一
大
会

６
月
３
日
日
／

黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

第35回

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

茶
山
唄
日
本
一
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
黒
木
支
所
産
業
経

済
課
内
）
☎ 

４
２
・
１
１
１
５

／
N

４
２
・
０
１
７
２

男ノ子焼の里れんげ祭り

◦問い合わせ＝れんげ祭り実行委員会
近見さん（☎ 090・4519・0064）

◦問い合わせ＝星野支所建設経済課
（☎５２・３１１４）

星野村
シャクナゲまつり

　

出
場
者

募
集
！
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春
は
進
学
や
就
職
な
ど
新
た
な
生
活

が
始
ま
り
、
引
っ
越
し
先
や
学
校
、
仕
事

先
で
新
し
い
人
と
出
会
う
機
会
も
増
え
る

季
節
で
す
。
こ
の
時
季
に
注
意
し
た
い
の

が
「
マ
ル
チ
商
法
」
で
す
。
こ
れ
は
会
員

が
新
規
会
員
を
誘
い
、
そ
の
新
規
会
員
が

さ
ら
に
別
の
会
員
を
勧
誘
す
る
連
鎖
に
よ

り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
拡
大
し
て
い
く
商

法
で
す
。
ひ
と
り
勧
誘
す
る
ご
と
に
紹
介

料
や
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
た
め
、
楽
に
稼
げ

る
、
副
業
に
な
る
な
ど
と
安
易
に
考
え
が

ち
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と

の
多
い
商
法
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
は
マ
ル
チ
商
法
の
業
者

が
、
法
律
違
反
に
よ
り
消
費
者
庁
か
ら
業

務
停
止
命
令
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
業

者
は
、
社
会
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
対

象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
に
入
会
さ
せ
、

入
会
金
や
月
謝
を
支
払
わ
せ
、
新
た
な
会

員
を
勧
誘
す
れ
ば
紹
介
料
が
も
ら
え
る
な

ど
と
誘
い
入
れ
て
い

ま
し
た
。「
月
謝
を

払
っ
て
も
毎
月
黒
字

に
な
る
」「
儲
か
る
」

な
ど
と
簡
単
に
高

収
入
が
得
ら
れ
る
か

の
よ
う
な
話
を
し
て

消費生活
そうだん

㊵

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
新
規
会
員
が
確

実
に
増
え
る
保
証
は
な
く
、
そ
れ
に
伴

う
紹
介
料
収
入
は
不
確
実
だ
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
業
者
は
入
会
金
や
月

謝
を
支
払
え
な
い
学
生
に
は
学
生
ロ
ー

ン
を
借
り
る
よ
う
に
誘
導
し
て
い
ま
し

た
。

　

マ
ル
チ
商
法
の
問
題
点
は
、
勧
誘
さ

れ
た
者
が
、
今
度
は
勧
誘
す
る
側
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
、
自

分
が
勧
誘
さ
れ
た
と
き
に
受
け
た
説
明

を
そ
の
ま
ま
話
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

特
に
知
人
や
友
人
か
ら
誘
わ
れ
る
と
、

簡
単
に
話
に
乗
り
や
す
い
し
、
断
り
に

く
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
人
を

勧
誘
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
簡
単

な
こ
と
で
は
な
く
、
思
っ
た
よ
う
に
会

員
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
在
庫
を

抱
え
て
金
銭
的
に
困
窮
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
目
先
の
利
益
だ
け
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
人
間
関
係
や
金
銭
面
で

問
題
を
抱
え
や
す
い
商
法
だ
と
い
う
こ

と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
〈
月
～
金

曜
日
〉
８
時
30
分
～
16
時
30
分

（
☎
２
３・１
１
８
３
）

新
生
活
に
あ
り
が
ち
な
…

「
マ
ル
チ
商
法
」に
は
ご
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情
報
保
護
の

観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い
て
投
稿

者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
、
投
稿
者
等
個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は
十
分
注
意

し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、公
開
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
個
人
情
報
を
除
き
、
情
報
公
開
の

対
象
と
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
〇
の
ご
記

入
が
な
い
場
合
は
掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と

判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

声

　ふる
さとの伝統文化

その素晴ら
しさを伝えたい

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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4月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮，29 ㈷，30 ㉁

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮，30 ㉁図書館の休館日

4月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈫ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮，29 ㈷

★4月の館内整理日は27日㈮★

♥本館＝7日、14日、21日、28日
　おはなしコーナー
　※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝7日㈯10時30分～
　 　おはなしコーナー

4月のよみきかせ

4月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象
♥本館　1日㈰、21日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　28日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪ 第
60
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に　

 

大
津  

菜
々
さ
ん　
（
馬
場
）

「Ｆ－ｒａｉｓｅ（フレイス）」（代
表 大籠千尋さん）は、八女農
高、八女高の生徒4人と大津さ
んら社会人２人の6人で活動中。
「日本文化を代表する着物やふ
るさとへの想いを大切にしたい
との思いで活動しています」と
大津さん。インスタグラムでも取
り組みを紹介しています。

110
　

八
女
の
文
化
や
伝
統
を
発
信
し
よ

う
と
す
る
団
体
が
、八
女
福
島
の
燈
籠

人
形
の
様
子
を
撮
影
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と

め
ま
し
た
。中
心
と
な
り
活
動
し
た
大

津
菜
々
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ『
Ｆ
ー
ｒ
ａ
ｉ

ｓ
ｅ
（
フ
レ
イ
ス
）』は
、高
校
生
が
中

心
と
な
っ
て
、ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
や
白

壁
の
町
並
み
の
紹
介
な
ど
、八
女
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、今
回
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
燈
籠
人
形
を
も
っ
と
若
い
人

た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
で
企
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
高
校
生
た
ち
と
燈
籠
人
形
に

つ
い
て
勉
強
し
、保
存
会
の
会
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
、本
公
演
の
練
習
が
始

ま
る
8
月
下
旬
か
ら
約
1
か
月
間
、練

習
な
ど
を
密
着
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。舞
台
裏
に
入
る
と
、幅
広
い

世
代
の
多
く
の
方
々
が
関
わ
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
、昼
間
の
仕
事
の
あ
と
に
、

ほ
ぼ
毎
日
練
習
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。意
見
を
出
し

合
い
な
が
ら
、白
熱
し
た
雰
囲
気
で
行

わ
れ
る
練
習
風
景
に
、伝
統
を
守
り
た

い
と
い
う
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
上
演
や
舞
台
裏
を
約
12

分
間
に
ま
と
め
た
も
の
で
、八
女
市
立

図
書
館
に
7
部
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ぜ
ひ
若
い
人
た
ち
に
も
観

て
い
た
だ
い
て
、燈
籠
人
形
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、後
継
者
不
足
な
ど
将

来
に
向
け
た
課
題
の
一
助
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
ね
。今
後
も
八
女
や
福
岡

を
中
心
に
活
動
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
ふ
る

さ
と
を
盛
り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　ふる
さとの伝統文化

その素晴ら
しさを伝えたい

昨年の演題は「玉藻之前」。取
材、編集など、慣れない作業の
連続でした。本公演は、フレイス
のインスタグラムで動画を公開
しています。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
合
わ
せ

て
図
書
館
で
は
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

【
全
館
実
施
】

①
し
お
り
配
布

②
「
テ
ー
マ
図
書
展
示
」＝「
食
育
」

に
関
係
し
た
本
を
展
示
・
貸
出

③「
こ
び
と
探
し
」を
し
よ
う
！『
こ

び
と
づ
か
ん
』（
な
ば
た
と
し
た
か

著
）
を
元
に
し
た
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム

「
こ
び
と
」を
す
べ
て
見
つ
け
た
ら「
に

こ
に
こ
げ
ん
き
の
お
ま
じ
な
い
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【
特
別
イ
ベ
ン
ト
】

④
「
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
」

５
月
12
日
㈯
14
時
か
ら
。
本
館
２

階
研
修
室

⑤
「
こ
ど
も
映
写
会
」
５
月
６
日

㈰
14
時
か
ら
。
八
女
文
化
会
館
２

階
研
修
室
（
45
分
程
度
）
▽
子
ど

も
向
け
の
ア
ニ
メ
。（
16
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
を
上
映
）

2018

◦
実
施
期
間
＝
４
月
24
日
㈫
～
５
月
13
日
㈰
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
今
か
ら
50
数
年
前
ま
で
、
教
科
書
は

自
費
で
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保
護

者
の
負
担
は
軽
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
家
庭
の
事
情
で
教
科
書
を

買
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
校

に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
た
た
め
、

戦
前
か
ら
無
償
化
の
声
は
あ
っ
た
も
の

の
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
運
動
が
大
き
く
前
進
し
た
の
は
、
昭

和
30
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
部
落

差
別
を
な
く
す
た
め
に
学
ん
で
い
た
高

知
県
の
保
護
者
た
ち
は
、「
義
務
教
育

は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と
掲
げ
た

憲
法
第
26
条
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
そ

の
憲
法
の
理
念
を
私
た
ち
の
生
活
に
結

び
つ
け
よ
う
と
、
先
生
や
部
落
地
域
の

人
々
と
一
緒
に
「
教
科
書
を
タ
ダ
に
す

る
会
」
を
結
成
し
運
動
を
始
め
ま
す
。

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
一
部
の
子
ど
も

た
ち
の
無
償
化
を
勝
ち
取
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
を
自
分
た
ち
だ
け
の
も
の
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
訴
え
続

け
た
結
果
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
し
て
つ
い
に
昭
和
38
年
、
教
科

書
を
無
償
と
す
る
法
律
（
※
）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
教
科
書
無
償
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
学
校
で
ど
の
よ
う
に
話

さ
れ
て
い
る
の
か
、
見
崎
中
学
校
の
二

人
の
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
教
科
書
が
無
償
で
配
ら
れ
て

い
る
の
は
、
多
く
の
方
々
の
取
り
組
み

の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
保
障
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
の

意
義
を
忘
れ
ず
、
教
科
書
を
大
切
に
扱

い
し
っ
か
り
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
、
全
学
年
に
お
い
て
教

科
書
を
配
布
す
る
際
に
、
担
任
か
ら
生

徒
に
教
科
書
無
償
に
つ
い
て
話
す
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
人
権
・
同
和
教
育
、
生
徒
指
導
、
学

習
指
導
す
べ
て
、
学
校
教
育
の
共
通
の

基
盤
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
人
権
学
習
を
行
う
際
も
、
教
師
全

員
で
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て
事
前
学
習
を

行
う
な
ど
、
丁
寧
な
授
業
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
現
在
、
部
落
差
別
の
実
態
は

見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
と
す
る
人
た
ち

の
が
ん
ば
り
が
、
私
た
ち
の
生
活
も
良

く
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
は
忘
れ
て

は
い
け
な
い
も
の
で
す
。
当
た
り
前
に

あ
る
と
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
継
続
し
て
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

※
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の

無
償
措
置
に
関
す
る
法
律

▽
平
成
30
年
3
月
に
取
材
し
た
も
の
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
教
科
書
を
受
け

取
り
、
勉
強
に
励
も
う
と
心
弾
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
で
は
当
た
り
前

の
よ
う
に
配
ら
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
の
教
科
書
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
と
す
る
多
く
の
人
た
ち
の
願
い
と
努
力
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
解
消
と
教
科
書

無
償
化
の
取
り
組
み

保
護
者
へ
の
重
い
負
担

校
長
　
入
部  

勝
治 

先
生

第
3
学
年
担
任 

河
村 

郁
子 

先
生

子どもたちには、安心して学んでほしいと話す
入部校長先生 ( 左 )

取
り
組
み
は
全
国
へ

広
報
八
女
３
月
１
日
号
に
お
い
て
、
立

花
中
学
校
馬
場
か
ん
な
さ
ん
の
学
年

を
３
年
と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
２
年
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

教科書を配る際の袋や教科書にも
意義や願いが書かれています

第３学年での人権学習の様子
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全
国
の
法
務
局
に
お
い
て
取
り

扱
っ
て
い
る
「
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
」
は
、
相
続
人
が
法
務
局

に
戸
除
籍
謄
本
等
の
必
要
書
類
と

法
定
相
続
関
係
を
記
載
し
た
「
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
」（
以
下
「
一

覧
図
」）
を
提
出
し
、
そ
の
一
覧
図

の
写
し
に
登
記
官
が
証
明
を
付
し

て
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
一
覧
図
の
作
成
お
よ
び
交
付
に

か
か
る
手
数
料
は
無
料
で
、
同
時

に
複
数
枚
交
付
で
き
保
存
期
間

５
年
の
間
は
何
度
も
交
付
で
き
ま

す
。

　
本
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
相

続
に
関
す
る
各
種
手
続
に
戸
籍
の

束
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
る

と
と
も
に
、
戸
籍
を
確
認
す
る
こ

と
な
く
法
定
相
続
関
係
が
明
ら
か

に
な
る
こ
と
か
ら
相
続
人
お
よ
び

関
係
機
関
双
方
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
相
続
登
記
、
預
貯
金
の
払
戻

し
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
相
続
手

続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
枚
同
時

に
交
付
で
き
る
こ
と
か
ら
各
種
相

続
手
続
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
本
制
度
の
手
続
の
流
れ

【
ス
テ
ッ
プ
１
】　

必
要
書
類
の
収
集

　
被
相
続
人（
亡
く
な
ら
れ
た
方
）

お
よ
び
相
続
人
の
戸
除
籍
謄
本
等

の
書
類
を
収
集
し
ま
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
２
】

法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
作
成

　
被
相
続
人
お
よ
び
戸
籍
の
記
載

か
ら
判
明
す
る
法
定
相
続
人
を
一

覧
に
し
た
図
を
作
成
し
ま
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
３
】

申
出
書
の
記
入
、
登
記
所への
申
出

　
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
ス
テ
ッ
プ
１
で
用
意
し
た
書

類
、
ス
テ
ッ
プ
２
で
作
成
し
た
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
と
合
わ
せ
て

法
務
局
へ
提
出
し
ま
す
。

　
相
続
手
続
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
本
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
ご
不

明
な
点
等
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の

法
務
局
に
お
尋

ね
に
な
る
か
、

法
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ

り
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

各
種
相
続
手
続
に
利
用
可
能
な

配偶者の給与収入（合計所得金額）

103万円以下
（38万円以下）

～150万円 
（～85万円）

～155万円 
（～90万円）

～160万円 
（～95万円）

～167万円 
（～100万円）

～175万円 
（～105万円）

～183万円 
（～110万円）

～190万円 
（～115万円）

～197万円 
（～120万円）

～201万円 
（～123万円）

201万円超 
（123万円超）

配偶者控除
配偶者特別控除（※）

老人 一般

（
合
計
所
得
金
額
）

納
税
者
本
人
の
給
与
収
入

1120万円以下 

（900万円以下）
38万円 

（48万円）
33万 

（38万円）
33万円 

（38万円）
33万円 

（36万円）
31万円 

（31万円）
26万円 

（26万円）
21万円 

（21万円）
16万円 

（16万円）
11万円 

（11万円）
6万円 

（6万円）
3万円 

（3万円）
0円 

（0円）

～1170万円 

（～950万円）
26万円 

（32万円）
22万円 

（26万円）
22万円 

（26万円）
22万円 

（24万円）
21万円 

（21万円）
18万円 

（18万円）
14万円 

（14万円）
11万円 

（11万円）
8万円 

（8万円）
4万円 

（4万円）
2万円 

（2万円）
0円 

（0円）

～1220万円 

（～1000万円）
13万円 

（16万円）
11万円 

（13万円）
11万円 

（13万円）
11万円 

（12万円）
11万円 

（11万円）
9万円 

（9万円）
7万円 

（7万円）
6万円 

（6万円）
4万円 

（4万円）
2万円 

（2万円）
1万円 

（1万円）
0円 

（0円）

1220万円超 

（1000万円超）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）
0円 

（0円）

※　配偶者控除および配偶者特別控除の上段は市・県民税の控除額、下段のかっこ内は所得税の控除額 

配偶者控除・配偶者特別控除が変わりました
　働きたい人が就業調整を意識しなくて済む仕組みを構築する観点から、配偶者控除・配偶者特別控除について見
直しが行われました。 平成 31年度の市県民税（平成 30 年中の収入）から、次のとおり改正されます。

税  金

相  続

改正のポイント
○納税者本人の受ける控除額 
配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計所得金額の上限が 76 万円（給与収入 141万円）から123 万円（給与
収入 201万円）に引き上げられました。
○納税者本人の所得制限
納税者本人の合計所得金額が 900 万円（給与収入 1120 万円）を超える場合には、控除額が逓減・消失する仕組
みが設けられます。
※詳細は、税務課市民税係（☎２３・１１１３）までお問い合わせください。
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
愛

好
会
の
10
周
年
を
記
念
し
て
３
月
４
日

㈰
、
式
典
と
植
樹
を
行
な
い
ま
し
た
。
同

会
は
年
間
を
通
し
て
園
内
の
草
刈
り
清

掃
、
彼
岸
花
球
根
や
苗
木
の
植
栽
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
雄
大
な
園
内
で
、「
森

の
な
か
ま
た
ち
」
の
コ
カ
リ
ナ
演
奏
に
始

ま
り
、
野
球
の
バ
ッ
ト
に
な
る
ア
オ
ダ
モ

の
苗
木
２
０
０
本
を
地
元
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
親
子
と
一
緒
に
植
樹
し
ま
し
た
。
事

前
植
樹
分
を
含
め
た
約
１
０
０
０
本
の
苗

木
の
成
長
を
今
後
も
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
会
の
活
動
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
り
が
み
飛
行
機
滞
空
時
間

ギ
ネ
ス
記
録
保
持
者
の
戸
田
拓

夫
さ
ん
に
よ
る
お
り
が
み
ヒ
コ
ー

キ
教
室
が
３
月
11
日
㈰
、
上
陽

北
汭
学
園
体
育
館
で
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
飛
行
機
の
折
り

方
の
講
習
を
受
け
、
幼
児
・
小

学
生
の
部
に
分
か
れ
飛
距
離
と

滞
空
時
間
を
競
い
ま
し
た
。

　「
折
り
紙
飛
行
機
は
、
１
枚
の

紙
で
ど
こ
ま
で
性
能
を
引
き
出

せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
シ
ン
プ
ル

で
、親
子
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」

と
戸
田
さ
ん
。
体
育
館
の
中
は

歓
声
と
紙
飛
行
機
が
飛
び
交
い
、

大
人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
で

愛
好
会
が
記
念
植
樹

大
瀬
橋
架
設
１
０
０
年
を
祝
う

歓声とおりがみ
ヒコーキ飛び交った

　
八
女
文
化
会
館
で
2
月
28
日
㈬
、
約

１
９
０
人
が
参
加
し
て
「
第
13
回
歌
ご
え

レ
ク
サ
サ
イ
ズ
冬
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
要
素
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
く
体
操
の

こ
と
。
会
は
毎
年
恒
例
で
開
催
さ
れ
、
参

加
者
は
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
た

り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か

ら
は
「
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
歌
に
合
せ

て
体
を
動
か
す
の
は
楽
し
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
瀬
橋
架
設
１
０
０
年
を
祝

い
３
月
３
日
㈯
、八
女
上
陽
の「
ひ

ふ
み
よ
橋
」
を
守
る
会
（
久
間
一

正
会
長
）
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
10

時
か
ら
の
開
会
式
で
久
間
会
長

は
、「
平
成
24
年
の
水
害
後
に
こ

の
会
を
立
ち
上
げ
た
。
被
災
し

た
四
連
橋
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援

の
お
陰
で
保
存
が
決
ま
り
、
修

復
工
事
も
も
う
す
ぐ
終
了
す
る
。

今
後
も
保
存
活
動
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
神
事
終
了
後
に
、
み
ん

な
で
大
瀬
橋
を
渡
り
川
原
で
橋

を
見
学
し
ま
し
た
。
文
化
財
専

門
委
員
会
の
馬
場
紘
一
会
長
は
、

「
架
設
か
ら
１
０
０
年
。
こ
の
間

に
は
掛
け
替
え
の
た
め
に
石
橋

撤
去
の
話
も
出
た
が
、
地
元
の

皆
さ
ん
に
よ
り
石
橋
は
守
ら
れ

て
き
た
。
石
橋
に
は
造
っ
た
人
た

ち
の
魂
が
入
っ
て
い
る
」と
解
説
。

　
午
後
か
ら
は
、
ひ
ふ
み
よ
橋

を
守
る
会
の
活
動
報
告
と
工
学

博
士
の
山
尾
敏
孝
さ
ん
の
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
山
尾
さ

ん
は
、
石
橋
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
地
元
住
民
の
関
わ
り
が
大

切
な
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

歌
と
体
操
で
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

折り紙飛行機を
指導する戸田さん

大瀬橋について解説する馬場会長

【大瀬橋】大正 6（1917）年 5 月
3日竣工。長さ 45.5 ｍ、幅 3.7 ｍ、
径間12.0 ｍの三連橋。
※星野川には上流から順に洗玉橋

（一連）、寄口橋（二連）、大瀬橋
（三連）、宮ケ原橋（四連）が架かっ
ています。連続して石橋が架かる
風景は大変珍しく、ひふみよ橋の
愛称で親しまれています。
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八
女
公
園
で
3
月
11
日
㈰
、「
農
福
連
携

マ
ル
シ
ェ
in
八
女
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
と
福
祉
が
連
携
し
て
地
域
を
元
気
に

し
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
障
が
い
の
あ

る
方
が
真
心
込
め
て
作
っ
た
生
鮮
野
菜
や

農
産
加
工
品
等
が
県
内
各
地
（
14
の
障
害

者
就
労
施
設
が
参
加
）
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。
農
福
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
農
業

従
事
者
の
減
少
や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
の
課
題
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
と
も
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
機
会
確
保
や
収

入
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
音

楽
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
お
茶
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
礼
儀
作
法

や
も
て
な
し
の
心
を
養
お
う
と
上
妻
保
育

園
で
３
月
8
日
㈭
、
お
茶
の
淹
れ
方
教
室

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
１
年
を
通
し
て
定

期
的
に
開
催
し
て
き
た
教
室
の
集
大
成
と

し
て
、
さ
く
ら
組
の
年
長
児
が
お
茶
を
淹
れ

て
保
護
者
ら
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
八
女
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
や
テ

ア
ニ
ン
な
ど
の
成
分
や
効
能
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
松
本

美
紀
子
さ
ん
、
竹
中
昌
子
さ
ん
、
八
女
市

茶
業
青
年
部
黒
木
支
部
の
メ
ン
バ
ー
の
指

導
を
受
け
、
保
護
者
が
見
守
る
中
、
上
手

に
お
茶
を
淹
れ
ま
し
た
。
園
児
自
ら
握
っ
た

塩
お
に
ぎ
り
と
園
で
漬
け
た
梅
干
し
、
た
く

あ
ん
が
準
備
さ
れ
、
お
茶
と
一
緒
に
み
ん
な

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
41
回
八
女
市
星
野
少
年
剣

道
大
会
が
２
月
17
日
㈯
、
星
野

小
学
校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
少
年
剣
士
に
よ
り
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
省
略
）

【
小
学
生
の
部
（
総
当
た
り
戦
）】

▽
優
勝 

山
科
美
月
▽
準
優
勝 

山
本
青
波
▽
第
３
位 

田
中
莉
緒

【
中
学
生
の
部
（
総
当
た
り
戦
）】

優
勝 

谷
口
利
也

　
２
月
22
日
㈭
、
九
州
ダ
ン

ボ
ー
ル
株
式
会
社
（
筑
後
市
）

と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

提
供
に
関
す
る
協
定
」、
株
式

会
社
Ｍ
Ｔ
Ｍ
企
画
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｃ
ド
ロ
ー
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア

カ
デ
ミ
ー
福
岡
南
校
（
八
女

市
）
と
「
無
人
航
空
機
に
よ
る

災
害
対
策
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

▼
九
州
ダ
ン
ボ
ー
ル
株
式
会
社

　
大
正
４
年
創
業
。
ダ
ン
ボ
ー

ル
製
品
、
化
粧
箱
の
販
売
、

制
作
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
定
に
よ
り
災

害
発
生
時
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
品

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
簡
易
ベ
ッ
ド

な
ど
）
を
優
先
的
に
提
供
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山

村
曜
子
代
表
取
締
役
社
長
は

「
災
害
時
避
難
所
の
冷
た
い
床

に
直
に
寝
る
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
と
き
に
、
我
が
社
の
製

品
が
皆
さ
ま
の
助
け
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
株
式
会
社
Ｍ
Ｔ
Ｍ
企
画
Ｊ

Ｕ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ド
ロ
ー
ン
エ
キ
ス

パ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
福
岡
南
校

　
平
成
29
年
９
月
に
旧
上
辺

春
小
学
校
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
。

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
と
、
そ
れ
を

活
か
し
た
専
門
分
野
の
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

回
の
協
定
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
災
害
対
応
時
に
必
要
な

映
像
・
画
像
等
の
情
報
収
集
、

災
害
地
図
の
作
成
等
の
災
害

支
援
に
関
す
る
業
務
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
中
島
正

明
代
表
取
締
役
は
、「
災
害
情

報
の
収
集
は
本
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
空
中
写

真
測
量
の
分
野
。
職
員
、
卒

業
生
を
は
じ
め
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
が
八
女
市
の
災
害

対
策
に
大
き
く
貢
献
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
を
結
び
ま
し
た

農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ
を

八
女
で
開
催

園児たちがおいしいお茶でおもてなし

ドローンエキスパートアカデミー福岡南校

九州ダンボール株式会社

第
41
回
八
女
市
星
野

少
年
剣
道
大
会
試
合
結
果

《
表
紙
か
ら
》

　

黒
木
町
に
あ
る
光
善
寺
の
美

し
い
し
だ
れ
桜
。
樹
齢
数
百
年

と
言
わ
れ
て
い
る
古
木
で
す
。

見
学
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　　平成 30 年度
高齢者用肺炎球菌予防
接種対象者のお知らせ

①対象年齢＝年度末の年齢（平成 31年 3 月31日現在）

６５歳 昭和 28 年 4 月2日～昭和 29 年 4 月1日生
７０歳 昭和 23 年 4 月2日～昭和 24 年 4 月1日生
７５歳 昭和18 年 4 月2日～昭和19 年 4 月1日生
８０歳 昭和13 年 4 月2日～昭和14 年 4 月1日生
８５歳 昭和 8 年 4 月2日～昭和 9 年 4 月1日生
９０歳 昭和 3 年 4 月2日～昭和 4 年 4 月1日生
９５歳 大正12 年 4 月2日～大正13 年 4 月1日生
100 歳 大正 7 年４月2日～大正 8 年４月1日生

②６０歳以上６５歳未満の方で（昭和２９年４月２日～）、
身体障害者手帳１級相当の障害（心臓、腎臓、呼吸器の機
能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能）を有す
る方は、身体障害者手帳や診断書等を病院に提示すれば、
助成券がなくても接種できます。

市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は無料。
接種の際に次のいずれかを持参してください。

①�高齢者予防接種費用免
除証明書

　【有効期限内のもの】

健康推進課・各支所市民生活福
祉課で発行。必要書類＝印鑑・
本人確認ができるもの（接種者
と申請者が住民票上別世帯の場
合は、委任状も必要）

②�介護保険負担限度額認定
証（黄緑色）

介護長寿課介護サービス
係で発行

【有効期限内のもの】

③�後期高齢者医療限度額適
用・標準負担額減額認定
証（白色）

市民課公費医療係・各支所
市民生活福祉課で発行

【有効期限内のもの】

④生活保護受給証明書 福祉課生活支援係で発行

◦
接
種
期
間
＝
平
成
30
年
４
月

１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

◦
接
種
回
数
＝
１
回

◦
接
種
自
己
負
担
金
＝
３
５
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
接
種
自
己
負

担
金
が
免
除
さ
れ
、
無
料
と
な
り

ま
す
。
接
種
の
際
に
は
、
左
下
表

の
い
ず
れ
か
を
医
療
機
関
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
場
所
＝
県
内
の
受
託
医

療
機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
）

◦
注
意
事
項
＝
▽
過
去
に
１
回
で

も
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

た
人
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽
公
費
助
成
の
対
象
と
な
る
の

は
、
年
度
内
の
１
回
の
み
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

　肺炎球菌感染症とは、肺炎
球菌という細菌によって引き
起こされる病気です。この菌
が何らかのきっかけで進展す
ることで、気管支炎、肺炎、
敗血症などの重い合併症を起
こすことがあります。

次の条件に該当される方は、公費で高齢者用肺炎球菌
予防接種を受けることができます。予防接種をされると
きは、体調の良いときにしましょう。
助成券（桃色）がないと接種できません。助成券は４
月下旬に送付します。

　児童扶養手当・特別児
童扶養手当は、毎年の消費
者物価指数の変動に応じ
て手当額を改定する物価ス
ライド措置がとられていま
す。平成30年４月分からの
手当額は、物価スライドに
よる変更分（0.5%）の引き
上げとなります。

区分 第１子 第２子加算額 第3子加算額

全部支給 42,500円 10,040円 6,020円

一部支給 42,490円～
10,030円

10,030円～
5,020円

6,010円～
3,010円

児童扶養手当・特別児童扶養
手当の手当額が変わります！

平成30年４月から 【児童扶養手当】平成30年4月以降の手当額（8月振込分から）

【特別児童扶養手当】平成30年4月以降の手当額（8月振込分から）

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・11月）前月分までの4か月分が支給
されます。

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・12月）前月分までの4か月分が支給
されます。

１級（重度障害児） 月額 51,700円
２級（中度障害児） 月額 34,430円

児 童
福 祉

健 康

◦問い合わせ
子育て支援課こども家庭係（☎２３・１３５１）
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◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
主
な
曲
目
＝
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の

思
い
出
、
エ
ー
ゲ
海
の
真
珠
、
ほ

か
※
客
演
指
揮
深
町
宏

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

今
回
の
公
演
は「
ウ
ラ
シ
マ
！
」

「
は
ち
ひ
め
８
」「
ヤ
ギ
と
オ
オ
カ

カ
ミ
」
の
短
編
３
作
品
の
オ
ム
ニ

バ
ス
で
す
。

◦
日
時
＝
▽
４
月
28
日
㈯
17
時

30
分
開
場
、
18
時
開
演
▽
29
日

㈰
13
時
30
分
開
場
、
14
時
開
演

◦
前
売
り
＝
▽
大
人
千
円
▽
４
歳

以
上
高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
当

日
券
は
３
０
０
円
増
し
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

代
子
さ
ん
に
よ
る
音
楽
の
ひ
ろ

ば
。
今
年
度
最
初
の
音
楽
の
ひ

ろ
ば
で
す
。
童
謡
や
唱
歌
な
ど

を
学
び
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈯
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

お
茶

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　

初
心
者
教
室
受
講
生
の
卒
業

記
念
演
奏
か
ら
、
バ
ン
ド
や
ギ

タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
ま
で

楽
し
め
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈯
18
時
30

分
開
演

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
８
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
随
時

募
集
、
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
4
月
８
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
べ
ん

が
ら
村
～
千
間
土
居

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
Am
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
お
持
ち
の
人
は「
月
の
砂
漠
」

「
お
も
い
で
の
ア
ル
バ
ム
」「
荒
城

の
月
」
を
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん

か
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ『
竹
取
物
語
』

末
石
さ
ん（
☎
２
３・
３
３
６
６
）

　

総
会
開
催
に
あ
た
り
八
女
市

お
よ
び
近
郊
に
居
住
・
勤
務
す
る

成
人
対
象
に
、
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
新
規
・
継
続
を
問
わ
ず
多
く

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
・
コ
ー
ス
＝
４
月
15
日
㈰

８
時
30
分
～
（
八
女
公
園
出
発

～
千
間
土
居
公
園
往
復
約
６
㌔
）

◦
総
会
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

２
階
第
３
研
修
室
（
11
時
開
会
）

◦
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
（
当
日

徴
収
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・４
９
９
７・５
８
１
３
）

　

今
回
は「
前
へ
進
む
し
か
な
い
。

未
来
へ
～
私
ら
し
い
生
き
方
」
と

題
し
、
馬
場
美
紀
さ
ん
（
八
女
聴

覚
し
ょ
う
が
い
者
協
会
会
長
）
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
４
月
17
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記

八
女
軽
ト
ラ
市

岩
﨑
紀
代
子
音
楽
の
ひ
ろ
ば

お
知

ら
せ

第
51
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

「
Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
春
の
発
表
会
～

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
オ
ム
ニ
バ
ス
」

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

　朝倉市杷木松末地域コミュニティ協議
会会長の伊藤睦人氏をお招きし、「八女市
防災研修会」を開催します。伊藤会長か
らは、昨年７月の九州北部豪雨の経験をも
とに、自助・共助の大切さや地域防災のあ
り方などについてお話しいただきます。そ
の後防災安全課から、避難や日頃からの
備えについて、お知らせとお願いを行いま
す。一人ひとりが防災意識を高め、災害に
強い地域づくりについて考える良い機会で
す。入場無料、お気軽に参加ください。
◦日時＝４月19日㈭ 15 時 15 分開会
◦場所＝おりなす八女ハーモニーホール
◦問い合わせ＝防災安全課（☎ 23・1731）

八
女
市

防
災
研
修
会

　たけのこを見つ
けて！掘って！食べ
よう！
◦参加費＝大人
2500 円、中学生
以下 1500 円（昼
食・お持ち帰り
たけのこ付き）
◦募集＝ 20 人
程度（先着）
◦持ち物＝動きやすい服装と
靴、タオル、軍手、雨具
◦申込・問い合わせ＝げんき館
おおぶち（☎ 24・8217）

第 3 回 げんき館おおぶち
たけのこハンティング
日時  4 月14日㈯ 9:30 ～
場所 げんき館おおぶち

八
女
歩
こ
う
会
総
会
ウ
オ
ー
ク

4/19㈭
15:15～
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八女歴史ボ
ランティア
クラブの会
員を募集中。

部屋の貸し
出しも行っ
ています。

◦
日
時
＝
４
月
30
日
㉁
13
時
開

場
、
13
時
30
分
開
演

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
ホ
ー
ル

◦
料
金
＝
▽
３
歳
以
上
～
小
学

生
〈
前
売
〉
１
５
０
０
円
〈
当
日
〉

２
０
０
０
円
▽
中
学
生
以
上
〈
前

売
〉
２
５
０
０
円
〈
当
日
〉
３
１

０
０
円
※
チ
ケ
ッ
ト
は
友
の
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ら
ん
ぷ
て
い
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
等
で
購
入
可
能

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
地
区
カ
ッ

パ
友
の
会
事
務
局（
☎
０
９
４
２・

６
５
・
１
１
９
９
）

◦
日
時
＝
５
月
３
日
㈷
９
時
～

◦
場
所
＝
み
ん
な
の
館
（
旧
尾
久

保
小
学
校
）
集
合
、
雨
天
決
行

◦
参
加
費
＝
▽
中
学
生
以
上
１
５

０
０
円
▽
小
学
生
以
上
５
０
０
円

（
昼
食
代
込
み
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
み
ん
な
の
館
小

椎
尾
さ
ん
（
☎
５
４
・
３
９
０
０
）

　

初
心
者
ま
た
は
手
話
経
験
が

少
な
い
方
を
対
象
に
、
２
年
に

１
回
開
催
し
て
い
る
入
門
講
座
で

す
。
こ
の
機
会
に
手
話
を
覚
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
５
月
11
日
～
10
月
26

日
、
毎
週
金
曜
日
（
全
25
回
）

◦
時
間
＝
19
時
30
分
～
21
時
30

分
（
２
時
間
）

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
会
議
室
（
本
町
５
９
９
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
原
則
と

し
て
市
内
に
住
む
方
か
市
内
に

通
勤
通
学
し
て
い
る
方
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
千
円
必
要
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順

◦
申
込
締
切
＝
５
月
１
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・

１
３
３
５
／
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
通
訳
Ⅰ
講
座
※
５
月
開
講
予

定
、
約
６
か
月 

①
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
修
了
者
も
し
く
は
手

話
検
定
２
級
以
上
合
格
者
②
講

座
の
８
割
以
上
出
席
で
き
る
人

③
日
常
的
に
手
話
活
動
を
し
て

い
る
人

▽
通
訳
Ⅱ
講
座
※
９
月
開
講
予

定 
通
訳
1
講
座
修
了
者

▽
通
訳
Ⅲ
講
座
※
４
月
開
講
予

定 

通
訳
Ⅰ 

Ⅱ
講
座
修
了
者

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）
※
予
定

◦
定
員
＝
各
講
座
40
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
別
途
）

◦
締
切
＝
４
月
下
旬

◦
申
込
＝
福
岡
県
手
話
の
会
連

合
会
（
☎
・
O 

０
９
２
・５
８
４
・

３
６
４
９
）
※
火
～
土
９
時
～
17

時
　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
６
月
開
講
予
定
（
約
８

か
月
間
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）
※
予
定

◦
定
員
＝
40
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
別
途
）

◦
締
切
＝
5
月
中
旬

◦
申
込
先
＝
福
岡
県
聴
覚
障
害

者
協
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
２
・

２
４
１
４
／
O
０
９
２
・
５
８
２
・

２
４
１
９
※
火
～
土
９
時
～
17
時

　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
の
初
歩
か

ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
５
月
８
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
20
時
～
21

時
ま
で
。（
※
開
講
式
は
５
月
８

日
㈫
20
時
～
お
り
な
す
八
女
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
団
野
田

劇
団
カ
ッ
パ
座「
ふ
た
り
の
王
子
」

教
室
・
講
座

平
成
30
年
度
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
「
入
門
課
程
」

お
茶
摘
み
・
手
揉
み
体
験

県
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

県
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　「いわいの郷」を拠点として活動
し、館の運営に協力していただける
ボランティアを募集しています。活
動の内容は、岩戸山古墳の案内や古
代体験イベント等のお手伝いです。
八女の歴史に触れながら「いわいの
郷」来館者の方 と々楽しい時間を過
ごしてみませんか。

　「いわいの郷」には、創作品の展
示などに使用できる「イベントホー
ル」、研修や会議、実習などに使用
できる「研修室」「実習室」があり、
各部屋の貸し出しを行っています。
グループや職場などでぜひご活用く
ださい。

 「いわいの郷」からのお知らせ

八女市岩戸山歴史文化交流館

◦申込・問い合わせ＝いわいの郷
（☎ 24・3200 ／O24・3210）

くらぶ名 開催日時 定員
①折り紙（おりがみ
持参）

毎月第 2・4火曜
日13時～ 15時

20 人
（要申込）

②編み物（毛糸・
かぎ針持参）

毎月第 1・3水曜
日13時～ 15時

10 人
（要申込）

③ソフトダーツ 毎週土曜日
（13 時 30 分～
15 時）

④将棋（基本的なルー
ルを知っている方）

⑤グラウンドゴルフ 毎週月～土曜日 要相談

⑥交流イベント（ピ
ザ作り、そうめん流
し他）

土曜日（不定期）
※随時、広報八女・
FM放送で募集

内容に
よって変
わります

　高齢者からお子さんまで、多世代の皆さ
んが交流できるくらぶやイベントを開催しま
す。◦開催期間＝4 月から1年間（随時受付）
◦会場・問い合わせ＝多世代交流館「共生
の森」（☎ 22・2257）

多世代交流館「友遊(ゆうゆう)くらぶ」

第
42
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の

た
め
の
ギ
タ
ー
教
室
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３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　

和
太
鼓
童
衆
で
は
、
太
鼓
の

楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
無
料
体
験
期
間

を
設
け
ま
す
。
運
動
の
で
き
る
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
17
日
～
５
月
15

日
の
毎
週
火
曜
日
19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
八
女
市
農
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
上
陽
町
）

◦
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

◦
申
込
＝
山
口
さ
ん
（
☎
０
９
０・

１
５
１
２
・
８
１
４
４
）
※
18
時

以
降
に
お
電
話
く
だ
さ
い

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
30
年

度
に
警
察
官
３
７
８
人
を
２
回
に

分
け
て
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

春
季
の
道
路
愛
護
作
業
は
５
月

を
め
ど
に
、
各
行
政
区
の
都
合

の
良
い
日
に
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。
処
理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
袋
は
、
八
女
市
本
庁
管
内
行

政
区
は
本
庁
建
設
課
、
各
支
所

管
内
行
政
区
は
各
支
所
建
設
課
、

ま
た
は
建
設
経
済
課
で
各
行
政

区
長
に
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
建
設
課

（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）
▽
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
７
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
４
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
も
例
年
ど
お
り
、

問
い
合
わ
せ
る
か
、
受
験
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
４
月
２
日
㈪
～
４

月
23
日
㈪

◦
第
１
次
試
験
＝
５
月
13
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
察
警
務
課

採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６

２
２
・
０
７
０
０
）

　

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
は
、
精
神
科
の
専
門
医
師

や
保
健
師
が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や

病
気
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
心
配
事
は
一
人
で
考
え

ず
、
専
門
家
に
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
秘
密
厳
守
、

費
用
無
料
。
予
約
制
。

◦
日
時
＝
第
１
・
２
・
３
・
４
月

曜
日
14
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

試　

験

平
成
30
年
度
福
岡
県
警
察
官

道
路
愛
護
作
業
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
相
談

楽
長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　
　
　
　
　
　

　

今
年
度
第
１
回
定
期
募
集
の

受
付
を
４
月
10
日
㈫
か
ら
４
月

27
日
㈮
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集

案
内
（
申
込
書
）
は
４
月
10
日
か

ら
八
女
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の

担
当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。
詳
細

は
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は

抽
選
（
公
開
）。
入
居
申
込
資
格

等
は
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
建
設
課（
☎
４
２・１
１
１
７
）

▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・

４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課（
☎
４
７・

平
成
30
年
度
第
１
回
市
営
住
宅

和
太
鼓
童
衆 

無
料
体
験

嘱託職員募集
◦募集職種＝地域活動指導員
◦業務内容＝青少年の体験活
動をとおした講座・事業などの
企画運営等
◦募集人員＝1人
◦勤務地＝市内
◦任用期間＝平成 30 年 6 月1
日～平成 31 年 3 月 31日（更
新制度有）※賃金は八女市規
定による
◦試験日＝ 5 月13日㈰◦試験
会場＝八女市役所
◦選考方法＝書類審査、作文・
面接◦受付期間＝ 4 月 9 日㈪
～ 4 月25日㈬
◦提出書類＝申込書（教育委
員会社会教育課に準備）
◦申込・問い合わせ＝教育委員
会社会教育課（☎ 23・1318）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

　八女の特産品である八女茶を広く内外に周
知し、地域振興につなげるために開催します。
会場内でのいろいろなイベント、特設ステー
ジではパフォーマンスが予定されています。

【内容】◦八女新茶の試飲・販売◦お茶のお
いしい淹れ方教室◦八十八夜新茶の販売・予
約受付（数量限定）◦第 3 回八女茶娘クイー
ンコンテスト開催◦マルシェ（食の屋台、カ
フェ、和・洋菓子の店）

5月5日㈷10時～17時
※悪天候の場合は 5 月 6 日㈰に順延
八女伝統工芸館駐車場内特設会場、

八女市鉄道記念公園

第 3 回八女新茶まつり実行委員会（八女商
工会議所、福岡県茶業青年の会等）主催
◦問い合わせ＝八女商工会議所産業振興委
員会（☎ 22・5161）

第3回八女新茶まつり
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火災出火件数  5件 （8件）
救急出動件数 258件 （603件）
救急搬送人数 242人 （576人）

人身事故発生件数 29件 （67件）
傷　　者 32人 （80人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,494 (-86)
男 30,441  (-53)
女 34,053  (-33)

世帯数 24,695  (+7)
　※（　）内は前月比

出生 31 人 死亡 97 人
転入 141 人 転出 161 人

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日は5月1日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦住宅使用料（4 月）◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1期）
◦農業集落排水施設使用料（1期）
◦市管理水面・道路占用料

4月に
納める
もの

【石人まつり】
◦日時＝ 4/1 ㈰ 11:00 ～ 15:00 ◦場所＝石
人山古墳一帯（筑後市大字一条）◦問＝筑
後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【第 4 回筑後七国酒文化博】
◦日時＝ 4/7 ㈯ 12:00 ～ 18:00 ◦場所・問
＝九州芸文館（☎ 0942・52・6435）

【中山大藤まつり】
◦日にち＝ 4/16 ㈪～ 28 ㈯◦場所＝中山熊
野神社・立花いこいの森公園◦問＝柳川市
観光課（☎ 0944･73･8111）

【大川春の木工まつり】
◦日時＝ 4/14 ㈯～ 15 ㈰ 9:00 ～ 18:00
◦会場＝大川産業会館他◦問＝同実行委員
会（☎ 0944・87・2090）

【小保・榎津藩境まつり】
◦日時＝4/21㈯ 9:00 ～17:00 ／ 22 ㈰ 9:30
～ 16:30 ◦会場＝藩境のまち広場◦問＝同
事務局（☎ 0944・87・0931）

【清水山ぼたん園】
◦日時＝ 4/10 ㈫～ 4/30 ㉁ 9:00 ～ 17:00
◦場所＝清水山ぼたん園◦入園料＝大人
300 円、中学生以下無料◦問＝みやま市観
光開発協議会（☎ 0944・63・8000）

【道の駅おおき開駅 8 周年記念感謝祭】
◦日時＝ 4/15 ㈰ 10:00 ～ 16:00 ◦場所・問
＝道の駅おおき（☎ 0944・75・2150）

【ひろかわ藍彩市場リニューアル＆春のかす
り祭り2018】◦日時＝4/28 ㈯～5/6 ㈰ 9:00
～ 18:00（予定）◦会場＝広川産業展示会
館◦問＝ひろかわ藍彩市場（☎ 32･5555）

大川市

みやま市

広川町

大木町

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　

公
立
八
女
総
合
病
院
の
産
婦

人
科
に
つ
き
ま
し
て
は
帝
王
切
開

の
み
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
常
勤
医
師
3
人

体
制
と
な
り
、
お
産
（
経
膣
分

娩
）
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。里
帰
り
分
娩
も
可
能
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療
支

援
課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た

め
に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象

は
、
無
作
為
に
ど
な
た
に
も
選

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅

に
調
査
の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に

は
、
説
明
を
お
聞
き
の
上
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

公
立
八
女
総
合
病
院

分
娩
再
開
の
お
知
ら
せ

ゴールデンウイーク期間中の、
し尿収集については混雑が予
想されますので、4月17日
㈫までにし尿くみ取り業者に
収集の予約をお願いします。

ゴールデンウイークの
し尿収集の予約はお早めに

　寒さも和らぎ、過ごしやすい季節になってきました。例年、
この時季は林野火災（山火事）やその他の火災（枯草などの
火災）が多発しています。風が強く、空気が乾燥しているこの
時季、小さな火でも大きな火災につながります。野焼き（寄せ
焼き）や火入れは控え、たばこのポイ捨
ては絶対にやめましょう。皆さん一人ひ
とりの注意で防ぐことができます。貴重
な自然や財産を火災から守るため、ご協
力をお願いします。（八女消防本部）

林野火災・その他の火災予防にご協力を！

障がいのある方たちを虐待から守り、
また防ぎ、支援するための相談窓口で
す。24 時間・365 日受付対応します。

4 月は未成年者
飲酒防止強調月間

（お酒は二十歳になってから）
福岡国税局・税務署

障害者虐待通報ホットライン
☎ 090・2580・0294



予約

無料法律相談
◦ 4 月19日㈭ 、5 月10日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 4 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 4 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 4 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 4 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦4月12日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月20日㈮ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦4月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月11日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月13日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月5日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月10日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月18日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月9日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月11日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月20日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館

◦4月13日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月4日㈬、18日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦4月18日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦4月25日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月11日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦4月6日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦4月9日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦4月16日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦4月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦4月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月12日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦4月26日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦�月～金 8:30 ～ 19:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／

毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00
　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30
　／八女市消費生活センター
　　☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦�4月17日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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八
女
市
が
舞
台
の
映
画
「
野
球
部
員
、演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」

が
完
成
し
、
２
月
24
日
か
ら
東
京
、
福
岡
、
久
留
米
な
ど
の
映

画
館
で
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
公
開
初
日
に
福
岡
市
の
キ
ャ
ナ

ル
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
た
舞
台
あ
い
さ
つ
に
は
、
中
山
監
督
や
俳
優

陣
の
皆
さ
ん
方
と
と
も
に
私
も
出
席
し
、
ま
た
、「
映
画
を
応
援

す
る
会
」
顧
問
の
小
川
洋
福
岡
県
知
事
も
来
場
さ
れ
心
温
ま
る

激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
▼
構
想
か
ら
約
10
年
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
熱
意
と
努
力
に
よ
り
完
成
し
た
こ
の
作
品

は
、
八
女
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
や
美
し
い
風
景
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
、八
女
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
も
広
が

り
ま
し
た
。「
支
援
す
る
会
」
を
中
心
に
、
撮
影
に
は
延
べ
約
２

千
人
の
エ
キ
ス
ト
ラ
の
ほ
か
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
約
５
０
０

人
が
協
力
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
八
女
の
地
で
生
ま
れ
る
映
画
を

と
も
に
創
り
上
げ
た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
八

女
市
在
住
の
元
高
校
教
師
竹
島
由
美
子
さ
ん
の
原
作
は
、
実
話

を
も
と
に
し
て
お
り
、
こ
の
青
春

群
像
劇
は
き
っ
と
観
る
人
の
心
に

深
く
響
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
九
州
各
県
、
横
浜
、

名
古
屋
、
大
阪
な
ど
、
全
国
各
地

で
順
次
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。「
八

女
の
宝
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
の

映
画
を
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
観
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八女の映画
ついに公開

㊸市長コラム

おたんじょうびおめでとう

１歳おめでとう！理一とい
る毎日が幸せ♡元気に大き
くな～れ！

こーくん1歳おめでとう！
毎日笑顔と幸せをありがと
う♡

1歳おめでとう♡
いっぱい食べて元気に育っ
てね☆

かえちゃん1歳おめでとう
♡３姉妹仲良く、元気に育っ
てね♡

我が家のアイドル♡元気に
すくすく大きくなってね。
大好きだよ♡

やったね！1歳♡元気いっ
ぱいおおきくなぁれ！

そうちゃんお誕生日おめで
とう♡お姉ちゃんと仲良く
元気でいてね♡♡

隼聖♡1歳おめでとう！お
姉ちゃんとにこにこ仲良く
育ってね♡

1歳おめでとう！
いっぱい食べて元気に育っ
てね！

お誕生日おめでとう♡毎日
元気で可愛い笑顔をありが
とう！

大きくなったね！パパとマ
マは毎日幸せです。大好き
♡ぎゅー♡

乗冨 理
り い ち

一ちゃん 馬場 幸
こ う が

雅ちゃん

平井 心
こ こ み

望ちゃん

山下 楓
かえで

ちゃん

宮川 ことはちゃん

栗山 寬
か ん ご

梧ちゃん

牛島 蒼
そうすけ

介ちゃん 淺田 隼
しゅんせい

聖ちゃん

石崎 朝
あ さ ひ

陽ちゃん

馬渡 珈
か ほ

帆ちゃん

安徳 花
は な え

英ちゃん

H29年4月17日生（稲富） H29年4月17日生（稲富）

H29年4月6日生（馬場）

H29年4月18日生（本村）

H29年4月6日生（平田）

H29年4月19日生（室岡）

H29年4月8日生（龍ヶ原） H29年4月12日生（亀甲）

H29年4月13日生（祈祷院）

H29年4月11日生（黒木町）

H29年4月15日生（高塚）

１歳おめでとう♡たくさん
食べてすくすく大きく育っ
てね♡

森松 桜
おうすけ

介ちゃん

H29年4月8日生（星野村）

誕生日おめでとう。虎之介
の笑顔でみんなを幸せにし
てあげてね。

たんじょうびおめでとう♡
圭人の笑顔に家族は癒やさ
れています。

お兄ちゃん大好きな洋ちゃ
ん！元気いっぱい大きく
なってね♡

1歳おめでとう♡かわいい
笑顔が大好きだよ♡

横溝 虎
と ら の す け

之介ちゃん 原嶋 圭
け い と

人ちゃん野中 洋
ようすけ

助ちゃん 松﨑 杏
きょうか

佳ちゃん

H29年4月25日生（矢部村） H29年4月30日生（矢部村）H29年4月24日生（立花町） H29年4月25日生（上陽町）

いつもニコニコ笑顔あり
がとう♡すくすくと元気に
育ってね♡

藤崎 佑
ゆ う ま

真ちゃん

H29年4月30日生（本町）
お誕生日おめでとう！いつ
も元気いっぱいの笑顔をあ
りがとう♡

田中 翔
しょう

ちゃん

H29年4月23日生（蒲原）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

　

▼
数
年
ぶ
り
に
映
画
館
で
映
画

を
観
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん「
野
球

部
員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」

で
す
。
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、地
元

の
風
景
も
魅
力
的
で
し
た
。
早

期
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
表
紙
の
し
だ
れ
桜
は
、一
時
は

弱
り
か
け
て
い
た
樹
を
、
光
善

寺
さ
ん
が
樹
木
医
に
定
期
的
に

診
て
い
た
だ
く
な
ど
し
て
大
切

に
守
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
迫
力
と
美
し
さ
に
毎
年
魅

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
大
瀬
橋
１
０
０
年
式
典
に
参

加
し
ま
し
た
。大
正
か
ら
昭
和
、

平
成
と
歴
史
を
見
つ
め
て
き
た

石
橋
に
、
感
謝
。
ひ
ふ
み
よ
橋

が
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
愛
さ
れ
守
ら
れ
て
い

き
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）


